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【平成２５年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部に 

遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止

が適当である 

（意見等） 

 研究代表者のグループは shRNA と RNP 相互作用モチーフを利用して、タンパク質応答型 shRNA ス

イッチを構築することに成功している。また、天然型の RNP を改変した機能性モジュールの作成も達

成している。これらの研究成果は、当初の目標に向けて順調に研究が進展している証であり、今後の発

展が期待できる。特に、残された研究期間内で、ヒトのがん細胞内で発現するがん細胞に特有のマーカ

ータンパク質を検出できる RNA スイッチ開発への更なる研究の拡張が見込まれる。 

 

検証結果  当初目標に対し、期待どおりの成果があった。 

当初研究目的の（１）人工 RNP スイッチによる細胞運命制御システムの構築に関して

は研究進捗評価結果にあるとおり、タンパク質応答型 shRNA スイッチや RNP モジュー

ルの作成などを達成した。研究進捗評価以降は、目的（２）多機能性 RNP の構築にフォ

ーカスし、効率的な RNP の精製法をはじめ、四角形 RNP の作製、RNA 足場タンパク質

の配向性の調節、及び三角形 RNP のサイズ調節によるアポトーシス on/off 制御等に成功

しており、当初の研究目標はほぼ達成されたと判断できる。 

今後、本研究の成果を基に、がんなどの疾患治療に向けた細胞制御のための RNP スイ

ッチの動作効率が向上することを期待する。 
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